
夜間対応型訪問介護

○ 名古屋市（愛知県）

〈 夜間対応型訪問介護費（Ⅰ） 〉

算定月の前月において次のいずれにも該当すること 100単位

ア １月に１回以上、ケアコール端末等を用いて利用者や利用者の

家族と定期的に連絡を取るなど、利用者の状況を常に把握し、そ

の状況を記録するなど以降のサービス提供に活用できる体制が整

えられている。

イ サービス提供時の利用者の状態に関して、１月に１回以上定期

的に、日中の訪問介護事業所を始め他の居宅サービス事業者との

情報交換を行い、その結果を記録し以降のサービス提供に活用で

きる体制が整えられている。

オペレーションセンターにオペレーターとして医療職（医師又は 100単位

看護師又は保健師）を配置し、地域包括支援センター、訪問看護ス

テーション、在宅療養支援診療所を始めとする地域の医療・福祉関

係者とネットワークを形成することで、利用者を２４時間支える体

制が整備されていること。

算定月の前１年の間において、１回以上、利用者や家族に対して 100単位

アンケート調査を実施し、提供するサービスに関する満足度の把握

を行うとともに、サービスの改善に向けた課題を職員が話し合う場

が１ヶ月に１回以上設けられていること。



〈 夜間対応型訪問介護費（Ⅱ） 〉

算定月の前月において次のいずれにも該当すること 100単位

ア １月に１回以上、ケアコール端末等を用いて利用者や利用者の

家族と定期的に連絡を取るなど、利用者の状況を常に把握し、そ

の状況を記録するなど以降のサービス提供に活用できる体制が整

えられている。

イ サービス提供時の利用者の状態に関して、１月に１回以上定期

的に、日中の訪問介護事業所を始め他の居宅サービス事業者との

情報交換を行い、その結果を記録し以降のサービス提供に活用で

きる体制が整えられている。

管理者を中心に、地域包括支援センター、訪問看護ステーション、 100単位

在宅療養支援診療所を始めとする地域の医療・福祉関係者とネット

ワークを形成することで、利用者を２４時間支える体制が整備され

ていること。

算定月の前１年の間において、１回以上、利用者や家族に対して 100単位

アンケート調査を実施し、提供するサービスに関する満足度の把握

を行うとともに、サービスの改善に向けた課題を職員が話し合う場

が１ヶ月に１回以上設けられていること。


